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つながる “きずな” 広がる “笑顔”
あなたらしさのお手伝い

　新年明けましておめでとうございます。
毎年新年を迎えると何かリセットされたような気分になりま
す。これまでは、何もしなくても毎年同じように新年を迎え
られると思っていましたが、この歳を迎えると人生の時間
が有限であることを感じています。 
お正月飾りやお供えをしながら、ご先祖様がコツコツと積

み重ねた事をつないでいくことの難しさや大切さを感じま
した。そして、自分は後悔のない生き方をしているだろか？と

反省する機会にもなりました。
　洲本市五色健康福祉総合センターや地域には、厳しい時代
を生き抜き、現在の礎を築かれたお手本となる先輩方がたくさ
んおられます。その恵まれた環境に感謝し、今からでも遅くはな
いと、一日一日の時間を大切にして生きたいと思います。そし
て、その延長線上の1年後、3年後、5年後、10年後の幸せな未
来につなげたいと考えています。
　皆々様に幸多き年になりますようお祈りします。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

※ご利用者の写真については、ご了承の上掲載しています。

　申年に思う・・・世に言う三猿は「見猿、聞か猿、言

わ猿」　私たち福祉の現場は「よく見て（注視）、良く

聞いて（傾聴）、よく話す（報連相）」が大切なことで

す。今年は三猿の教えに習つて、良いものだけを受け

入れて素直な心で成長していこうと思っています。　

　今年もよろしくお願いいたします。　　　　　T.T

編集後記
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新年に想う
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アンケート調査のご協力ありがとうございました。2月末まで１階ホールにサービス向上委員会が実施したアンケート結果を掲示し
ています。今後共指摘内容を真摯に受け止め、サービス向上に務めて参ります。

　冬期に感染症が流行する理由として、空気が乾燥するとウイルスの水分も蒸発して比重が軽くなり、空気中に浮遊しやすくなり
伝染性が高まることと、低温・低湿の環境ではウイルスが空気中でより長く存在することが可能となり、感染力が増強されることが上
げられます。
　一方私たちの体内では、体温が低下すると代謝活動や免疫力が低下し抵抗力が下がってしまいます。また乾燥によりのどや気
管支の粘膜も乾いて傷み、ウイルスが体内に侵入しやすくなり、感染をおこしやすくなります。
　感染症の予防は手洗い、うがいの励行やバランスのよい食事や睡眠で免疫力をアップさせること、そして
インフルエンザでは予防接種も大事です。
　施設では、予防が大事と捉え、日頃から感染症対策に心がけています。
出来るだけ感染症が施設に入って来ないよう、また、もし施設内で発生しても拡大を最小限に押さえることが
できるよう取り組んでいきます。
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サービス向上委員会より

感染症のお話

HPリニューアルしました！！
　今回の更新では、スマートフォンやタブレットでもホームページを快適に見ていただけるように対
応しました。そして、私たち職員にとっても親しみやすいホームページになるように作成しました。
　これからもどんどん情報を発信していきますので、更新をお楽しみにしていてください。

　



「都志カフェ いっぷく」活動の様子

さるびあ文化祭2016  年男・年女
テーマ：今までで一番楽しかったこと！

テーマ：今年の抱負

　平成２７年１１月１０日から１１月３０日にかけてさるびあ文化祭が行われました。
　芸術の秋に合わせて実施しているこの催しも今年度で４回目になり、作品のレベルも上がってきたように思いま
す。審査は面会に来られた家族様などの投票を参考に行われ、粒ぞろいの作品のなかでも金賞に輝いたのはデイ
サービスチームでした。作品のなかでも「モナリザ」の出来映えは素晴らしく、現在も掲示していますので、一度、ご
覧になってください。

　毎週水曜日、五色町都志の川原会館をお借りしてカフェを営業
しています。
　毎回15名位の地域の皆様を迎え、「ワイワイガヤガヤ」と楽し
く過ごしてもらっています。
　上の写真は、カフェで「口腔ケア」のオープン研修を開催して
いる一場面です。
　「千客万来」

出口　すみゑ様
大正９年４月２３日

色々あるけど九州の旅行かな

中濵　みさゑ様
大正９年９月２５日

一所懸命商売をしたこと（魚屋）

北畑　かずゑ様
大正９年１０月１２日

大宮の土地で生活できたこと

西海　やよゑ様
大正９年11月２３日

息子と一緒に暮らせたこと

石原　ひでこ様
大正９年12月30日

夫と満州まで行って生活してきたこと

惣田　擴様
昭和7年1月5日

島田　久代
昭和43年9月10日

原田　まり子
昭和43年11月23日

米倉　敬司
昭和43年12月6日

岡山　武史
昭和55年6月8日

山岡　裕司
平成4年1月1日

田中　久美子
昭和31年7月11日

小西　厚子
昭和31年7月20日

ひ孫が2人とだんだん
増えていくこと

何といっても長かった30年
住宅ローンの完済年！！
やっと自由の身に…

東　陽一様
昭和7年4月17日

千光寺にお参り
したこと

余計なものは
持ちすぎないこと

白岸　伊寿美
昭和31年8月31日

中尾　栄子
昭和43年7月14日

石上　眞希子
昭和43年8月21日

沈着冷静・
大胆に！

スキルアップを
目指す

パソコンの
上達

介護技術の
向上

ひとに
たよらない

鈍感力を
身につける

松山　さよ子様
昭和7年4月22日

保母として働いて
お金がもらえ
自分のために
使えたこと

前田　ゑみ子様
昭和7年9月4日

主人と結婚
したこと

二階堂　喜左夫様
昭和7年10月4日

新聞に載るような
大きな水泳大会で
優勝したこと

一源三流の
意識を持つ

病気に
負けない！

上田　将伸
平成4年8月25日

今年も健康に
過ごす

ご利用者様

職　員
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3月までの予定は下記のとおりです。
1月２７日（水）
テーマ：「寒い季節を元気に過ごすために」
時　間：　１４：３０～１５：００
講　師：　看護師　岡　　公子 氏
２月１７日（水）
テーマ ：　「よくわかる相続と遺言」
時　間 ：　１４：３０～１５：００
講　師 ：　司法書士・行政書士
　　　　　船越事務所　船越　健司 氏
３月２日（水）
テーマ ：　「高齢期の食生活について」
時　間 ：　１４：３０～１５：００
講　師 ：　管理栄養士　髙田　利子 氏

参加
無料

※お誘い合わせの上
　ご参加ください。

平成28年1月から月1回程度
ミニ講座を開きます。
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